
【大学推薦　University Recommendation】

推薦数
Recommended

採用数
Admitted

応募方法/How To Apply

１．応募書類を教務課国際学務支援チームへ提出。
募集要項＆財団申請書類＆民間奨学金調書はこちら：

２．教務課から管理番号が通知された後、以下の財団HPから「応募フォーム」を速やかに提出。
https://sisf.or.jp/ja/about_2020application/

不問
Not Specified

不問
Not Specified

¥180,000

－
推薦可能数

Number of Recipients

大学院
Graduates

－

2020/10～2022/9
or

2021/4～2023/3

国・地域
Country/Region

7 －

－0

2020/10～2022/9
or

2021/4～2023/3

主な応募資格
Some of Eligibility

Requirements

Japanese skills are required

バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、インド、インドネシア、ラオス、マレーシア、モ
ルディブ、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、タイ、東
ティモール、ベトナム
Bangladesh, Bhutan, Brunei, Cambodia, India, Indonesia, Laos, Malaysia, Maldives, Myanmar,
Nepal, Pakistan, Philippines, Singapore, Sri Lanka, Thailand, Timor-Leste, Viet Nam

奨学金金額
Amount

１．日本国籍を有していないこと

２．在留資格「留学：college student」を有していること

３．他の奨学金又はこれに類する金品を受給していないこと
　　ただし、成績・業績を称えて授与される賞金及びTA/RAの報酬は可

４．日本で就業している親がいないこと

５．「博士」の学位を取得していないこと

６．奨学金受給開始後の課程修学期間が１年以上であること

７．学業・研究に支障のない日本語能力を有すること

８．異文化 交流 及び社会貢献に 高い関心があること

９．当財団が主催する年６回の交流会に出席できること

１０．奨学支援期間終了後も当財団の卒業生として積極的に交流する意思があること

前年度実績
Previous

Year's Record

奨学金名
Name of Scholarship/

Foundation

－

財団採択数
Number of Scholarship

Recipients
約15名  about 15

－

財団の選考（又は面接実施）
の通知時期

Selection Result(or
Interview)by the Foundation

will be announced in

一次選考結果：2020年10月23日（金）
Result of 1st screening: October 23, 2020
面     接: 2020年10月31日（土）または11月1日（日）
Interview: October 31, 2020　or　November 1, 2020
二次選考結果：2020年11月3日（火）
Result of 2nd screening: November 3, 2020

在学生：7月27日（月）午後12時 / 27th July, 2020 (Mon)12:00p.m.
2020年9月新入生：2020年8月20日（木）午後5時(日本時間) / 20th August, 2020
(Thu)5:00p.m.（JST）

支給期間
Duration(Year/Month)

¥150,000

学部
Undergraduates

佐藤陽国際奨学財団
Sato Yo International Scholarship Foundation

研究生
Research Students

0

－

締切/Deadline

対象学部・研究科
Department

対象研究分野
Research Field

東京大学　For Univ. of Tokyo

0

https://webfs.adm.u-tokyo.ac.jp/public/au5cAAKJiIJAHo4Bz4BzCj1bJ8JDFAbjVNNbtmZgqPDn

https://webfs.adm.u-tokyo.ac.jp/public/au5cAAKJiIJAHo4Bz4BzCj1bJ8JDFAbjVNNbtmZgqPDn

